
令和２年１月１０日

午後１時００分 発表

問い合わせ先

稚内海上保安部

広 報 資 料 次長 吉本 昭雄

℡０１６２－２４－８８１０

令和元年船舶事故及び人身事故の発生状況について（速報値）

令和元年（平成３１年）に稚内海上保安部管内で発生した船舶事故及び人身事

故の発生状況について取りまとめましたのでお知らせします。

◆船舶事故（別紙１のとおり）

船舶事故の隻数は３隻（前年比２隻減）

このうち船舶事故による死亡者は０人（前年比１人減）

◆人身事故（別紙２のとおり）

人身事故者数は５人（前年比４人減）

このうち人身事故による死亡者数は２人（前年比３人減）

１ 船舶事故の発生状況（詳細は別紙１のとおり）

船舶事故の隻数は３隻で前年と比べ２隻減となりました。

船種別では、漁船が２隻（前年比２隻減）、貨物船が１隻（前年比増減なし）、

でありプレジャーボート、遊漁船等の船舶事故はありませんでした。

事故の減少については、春季大型連休、夏季、秋季と漁業やマリンレジャー

が盛んとなる各時期を重点期間と定め、関係機関とも連携して事故防止活動を

行ったことにより安全意識が浸透し、年間を通じて漁業関係者やプレジャーボ

ート運航者が安全に活動したことによるものと思料されます。

２ 人身事故の発生状況（詳細は別紙２のとおり）

人身事故者数は５人で、前年に比べ４人減となりました。

事故種別では、船舶事故によらない乗船者の人身事故者数４人（前年比増減

なし）、マリンレジャーに伴う海浜事故者数０人（前年比１人減）、マリンレ

ジャー以外に伴う海浜事故者数１人（前年比３人減）でした。

特にマリンレジャーに伴う海浜事故者数が０人となったのは、秋さけ釣りの

シーズンに関係機関と連携して安全指導を行うなど、年間を通して事故防止活

動を行ったことにより釣り人に安全意識が浸透し、安全に活動したことによる

ものと思料されます。

稚内海上保安部では、引き続き船舶事故及び人身事故の未然防止のため、船

舶への訪船指導及び釣り人などマリンレジャー愛好家への安全推進活動を実施



していきます。

※ 上記は発表時の数値であり、今後、原因等を精査した結果により変わる場合

があります。



別 紙 １ 

１ 船舶事故 
  船舶事故の隻数は３隻で前年と比べ２隻減でした。 
  このうち船舶事故による死亡者は０人で、前年と比べ１人減でした。 

 
（１）船種別 
   船種別にみると、漁船が２隻（前年比２隻減）、貨物船が１隻（前年比増

減なし）でした。 
 

 
 
 
（２）事故種別 
   事故種別では転覆１隻、運航不能２隻（機関故障１隻、無人漂流１隻）で

した。 
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別 紙 １ 

 
※ 転覆、運航不能（機関故障）は前年と比べ増減なし、運航不能（無人漂流）

は前年と比べ１隻増でした。 
 
（３）日本船舶の事故隻数 
   船舶事故３隻のうち、日本船舶の事故隻数は２隻（前年比２隻減）でした。 
 
（４）外国船舶の事故隻数 
   船舶事故３のうち、外国船舶の事故件数は１隻（前年比増減なし）でした。 
 
 
※ 平成３０年から海上保安庁の海難の定義が見直され、船舶海難のうち船舶

の運航に関連した損害または具体的な危険が発生した場合を船舶事故とい

います。 
  平成２９年以前は旧定義（無人係留中の船舶の浸水、転覆等を含む）が適

用された数値となります。 

転覆

１

運航不能

２

事故種別発生状況

転覆 運航不能



別 紙 ２ 

２ 人身事故 

  人身事故者数は５人で前年と比べ４人減でした。 

  このうち死亡・行方不明者数は２人で、前年と比べ３人減でした。 

 

 

 

（１）船舶事故によらない乗船者の人身事故 

ア 船舶事故によらない乗船者の人身事故者数は４人（前年比増減なし）で、

このうち死亡・行方不明者数は１人（前年比１人減）でした。 

 

イ 事故種別の人身事故者数は「海中転落」２人（前年比増減なし）、「負傷」

２人（前年比増減なし）でした。 
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別 紙 ２ 

 

 

※ 船舶事故によらない乗船者の人身事故とは、船舶乗船者による船上の事故

等をいいます。 

 

（２）マリンレジャーに伴う海浜事故 

   マリンレジャーに伴う海浜事故者は０人（前年比１人減）で死亡・行方不

明者も０人（前年比増減なし）でした。 

 

※ マリンレジャーに伴う海浜事故とは釣り、海水浴等の余暇活動に伴って発
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別 紙 ２ 

生した海浜事故をいいます。 

 

（３）マリンレジャー以外に伴う海浜事故 

   マリンレジャー以外に伴う海浜事故者数は１人（前年比３人減）で、この

うち死亡・行方不明者数は１人（前年比１人減）でした。 

 

 

※ マリンレジャー以外に伴う海浜事故とは余暇活動に伴うもの意外の海浜事

故をいいます。 

 

※ 平成３０年に海上保安庁の海難定義が見直されたことに伴ない、平成３０

年、令和元年（平成３１年）は新しい海難の定義を適用した数値となります。 

平成２９年以前は旧定義（自殺、病気等を含む）が適用された数値となりま

す。 
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